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 今期、理事に選任され副理事長を引き受けることにいたしました。私は、2009年から2015年まで2期にわたり理事を努めま

した。理事として、臨床看護実践開発事業委員会の委員長を担い、交流集会などの活動をまとめて『認知症高齢者の世界』（日

本看護協会出版会，2015年）を上梓いたしました。さらに、さかのぼること2000年の学会設立時から4期にわたり評議員をし

ていたと事務局におしえてもらいました。

 その後、職場が長野保健医療大学に変わり、長野県の日赤関連病院が学生の主要な実習施設となりました。日赤看護学会の活動

に久しぶりに参画することを楽しみにしています。
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理事長　守田 美奈子理事長　守田 美奈子理事長　守田 美奈子

　第8期の理事長を拝命致しました守田と申します。新しい理事の先生方と共に、これから活動して参りますので何卒よろしくお

願い致します。

 令和2年に役員選出規定が改正され、地域単位の選出人数に加え、教育あるいは病院等臨床の所属機関による選出人数の規準が

導入されて始めての選挙となりました。

 日本赤十字看護学会の会員の皆様は、病院等の医療機関、大学や専門学校等教育研究機関、地域の訪問看護ステーションや福祉

施設など、多様な場で活動されておられます。今回の選挙規定の改正は、多様な組織に属しておられる会員の皆様の声を反映で

き、会員のニーズに即した活動を展開できるための組織編成をめざしたものです。

 今回の選挙制度の改正によって、赤十字の理念に基づく看護の実践と教育、研究の融合を図り、さらに発展できる学会の基盤が

強化されました。今期の理事会では、この目的に即した活動をさらに展開していきたいと考えています。

 第8期の取り組みとしては、これまでの委員会活動をより活発に展開し、看護実践、教育、研究が循環できるよう尽力したいと

考えております。

 「実践に根差した知の発展」という本学会のテーマ通り、赤十字の思想に基づく実践を知として形成、蓄積し、教育や実践の場

で検証し、知を発展させる循環をつくることに寄与できる活動を行っていきたいと考えています。

 さらに、第7期の将来構想委員会で提示された学会運営の経済基盤の安定化や法人化などの組織体制の充実化に向けた検討を行

います。安定的で継続的な組織運営にむけて、財政基盤の充実は欠かせない課題と認識しています。さらに、将来構想委員会で

示された「臨床と教育との連携の推進」や「若手会員の関心を高めるための取り組み」、「赤十字看護学会の特徴をより強化す

るための取り組み」等の今後の課題に対し、学術集会・総会や学会誌の発行を中心とする学会活動全般を通して、具体的な検討

を進めていきたいと考えています。

 新型コロナウイルス感染症の蔓延や自然災害等により、社会全体が未来を見通しにくい状況に置かれています。このような時代

だからこそ、humanityという思想を共有し、看護の専門分化を超えて、humanityを基盤にした看護を追求する共同体としての

結束を強め、日本社会、国際社会にも貢献できるような活動を展開していきたいと考えています。
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 伊藤　明子（国際活動委員会委員長）
　このたび、理事を拝命いたしました日本赤十字国際看護大学の伊藤明子です。2020年度末までは名古屋第二赤十字病院の副
院長兼看護部長として臨床の現場と国内外の災害・国際救援活動に従事しておりました。
 日本赤十字看護学会の理事として、国際活動委員会を担当させていただきます。赤十字の人道の原則のもと、誰一人取り残さな
いというSDGsの世界共有の目標とともに、グローバル・ヘルスに寄与できるように尽力してまいります。よろしくお願いいた
します。

 大林由美子（歴史研究委員会委員長）
　このたび、理事を拝命いたしました山口赤十字病院の大林と申します。歴史研究委員会ではHP上に会員専用ページを開設し、
赤十字の看護の歴史を身近に感じられるよう関連の資・史料（建築物や絵画を含む）を所蔵する施設や関連文献を紹介していま
す。赤十字の看護の歴史に関する議論の場として、学術集会でのテーマセッションの企画もしています。
　本年度から新たなメンバーと共に赤十字の看護の歴史に触れ、後世に紡いでいけるよう活動を続けてまいりたいと思いますの
で、よろしくお願いいたします。資・史料に関する情報提供もお待ちしております。

 鎌倉やよい（渉外担当理事）
 今期から、渉外を担当する日本赤十字豊田看護大学の鎌倉やよいです。渉外の役割は、当学会の活動がより効果的なものとなる
よう、関係団体、関係機関との連携・調整を行うことです。2020年度に引き続き、関係団体として、日本看護系学会協議会、
及び看護系学会等社会保険連合（看保連）を中心に対応して参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

 川上　潤子（臨床看護実践開発委員会委員長）
 今期、理事を拝命いたしました日本赤十字社医療センターの川上潤子と申します。微力ではありますが、学会の発展にむけて取
り組んで参りたいと思います。皆さまどうぞ宜しくお願い申し上げます。

 佐々木敦美（災害活動委員会委員長）
 この度、理事をお引き受けすることになりました北見赤十字病院の佐々木です。災害看護活動委員会を担当いたします。委員会
の目的は「災害時の調査活動や学会・セミナー等を通して、災害看護に関する「経験知」を「形式知」として共有し、災害看護
の発展に資する」ことです。臨床での経験を学会活動に活かせるよう理事としての役割を果たしてまいります。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

 佐々木幾美（研究活動委員長）
　今期から研究活動委員長を担当することになりました日本赤十字看護大学看護学部の佐々木幾美です。研究活動委員会は、会
員の皆様の研究活動を促進し、看護の質の向上と看護学の発展に寄与することを目的としております。研究活動に関する会員の
皆様のご意見、ご要望を反映して、本学会の特徴である実践に根差した研究活動を支えられるような取り組みを行っていきたい
と考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

 田村　由美（編集委員会委員長）
 今期から編集委員会委員長を務めます。どうぞよろしくお願いいたします。
 学会の役員の仕事もさることながら、編集委員の仕事は、会員の皆様の研究や実践の成果を、適切に査読審査し、できるだけ早
く広く公開してお届けすることだと思い、初めて尽くしの仕事内容に緊張しています。編集委員のメンバーも多くが新しくなり
ますが、皆で協力して充実した学会誌にしてまいりたいと思います。会員の皆様からの投稿をお待ちしております。

 原　　玲子（広報委員会委員長）
 今期から、広報を担当する日本赤十字秋田看護大学の原　玲子です。広報の役割は、当学会の活動がより効果的なものとなるよ
う、学会ホームページの維持管理、会員相互の最新情報をお伝えするニュースレターの発行です。より見やすく、情報をキャッ
チしやすい広報活動になるように努力したいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

 安部　陽子（指名理事）
 今回、会計を担当させていただくことになりました安部陽子です。初めての経験ですので、前に会計を担当された江本リナ先生
からお仕事の内容をご教示いただき、また他の理事の方々にご指導いただきながら務めさせていただきたいと存じます。多様な
課題について研究発表・意見交換できることが、日本赤十字看護学会の魅力だと感じております。変革期における学会活動に携
わることができて光栄です。どうぞよろしくお願いいたします。

 喜多　里己（指名理事）
 この度、庶務を務めさせていただくことになりました、日本赤十字看護大学さいたま看護学部の喜多里己です。本学会のさまざ
まな事業や活動が円滑に運営されるよう、理事の先生方にご指導いただきながら務めさせていただきたいと存じます。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。
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 小森　和子（監事）
 監事として2期目をお引き受けすることになりました小森です。
 2018年3月に日本赤十字社を退職し、現在は愛知県一宮市にあります総合大雄会病院で看護管理者として勤務しています。民
間の医療法人の病院としてできる限りコロナ陽性患者の受け入れを行っておりますが、日本赤十字社の様々な取り組みが大きな
支えとなっております。本学会運営が目的に即して適切に実施されるように、監事として務めていきたいと思いますのでよろし
くお願い申し上げます。

 田中　孝美（監事）
　第8期の監事を拝命いたしました。本学会の設立より22年目を迎え、変化する社会情勢において、学会設立の趣意に改めて思
いを致し、微力ながら本学会の運営に役割を果たしたく存じます。また、第7期理事会の将来構想委員会においてなされた、現状
整理と今後に向けた論点を引継ぎ、長期的展望をふまえた議論に貢献できるよう努めます。
　どうぞよろしくお願いいたします。
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総合大雄会病院

日本赤十字看護大学看護学部

氏　名 氏　名所　属 所　属
秋江百合子
阿部オリエ
天艸　成子
池田　美里
伊藤　明子
井部　俊子
井本　寛子
大林由美子
大和田恭子
尾山とし子
鎌倉やよい
川上　潤子
川嶋みどり
川西　美佐
小林　尚美
小林　洋子
小宮　敬子
小森　和子
迫田　綾子
佐々木敦美
佐々木幾美
佐藤　千雪
下山　節子
新道　幸惠
菅原よしえ
関根　光枝
田口　実里
武井　麻子
田中　孝美

谷口　理恵
田村　由美
近森　清美
力石　陽子
筒井真優美
内木　美恵
中川　典子
中田　康夫
中根　直子
中村　光江
野地　啓子
橋添　礼子
原　　玲子
東　　智子
東野　督子
松澤由香里
松永由紀子
松本ゆかり
間淵　元子
宮坂佐和子
村瀬　智子
村田　由香
森岡　　薫
守田美奈子
山田　聡子
山本　美紀
吉田みつ子
若林　稲美

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院
日本赤十字九州国際看護大学
大森赤十字病院
日本赤十字社医療センター
日本赤十字九州国際看護大学
長野保健医療大学
日本看護協会
山口赤十字病院
日本赤十字社幹部看護師研修センター
日本赤十字北海道看護大学
日本赤十字豊田看護大学
日本赤十字社医療センター
日本赤十字看護大学名誉教授
日本赤十字広島看護大学
京都第一赤十字看護専門学校
日本赤十字豊田看護大学
日本赤十字看護大学さいたま看護学部
総合大雄会病院
日本赤十字広島看護大学名誉教授
北見赤十字病院
日本赤十字看護大学
八戸赤十字病院
NPO法人日本看護キャリア開発センター
看護キャリア支援塾
宮城大学
日本赤十字社医療センター
聖隷クリストファー大学
Office-Asako
日本赤十字看護大学

庄原赤十字病院
日本赤十字広島看護大学
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院
学校法人日本赤十字学園法人本部
日本赤十字看護大学名誉教授
日本赤十字看護大学
京都第二赤十字病院
神戸常盤大学
日本赤十字社医療センター
日本赤十字九州国際看護大学
元福島赤十字病院
大津赤十字病院看護部
日本赤十字秋田看護大学
熊本赤十字病院
日本赤十字豊田看護大学
北見赤十字病院
福岡赤十字病院
神戸赤十字病院
静岡赤十字病院
長野県看護協会
日本赤十字豊田看護大学
日本赤十字広島看護大学
日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字看護大学
日本赤十字豊田看護大学
日本赤十字北海道看護大学
日本赤十字看護大学
はみんぐ訪問看護

編集委員会

広報委員会

研究活動委員会

臨床看護実践開発事業委員会

国際活動委員会

災害活動委員会

歴史研究委員会

◎田村　由美　　○吉田みつ子　　濱田真由美　　谷口　千絵　　中川　典子　　宗内　　桂　　木下真吾
　木村　勇喜　　　吉田　和美　　小野　芳子　　近末　清美

◎原　　玲子　　　庄野　泰乃　　佐々木久美子　　新田　純子　　萩原　智代　　竹内　貴子

◎佐々木幾美　　　糸井志津乃　　平木　民子　　松尾　文美　　松山　友子

◎川上　潤子　　　清田　明美　　中村　滋子　　楠見　和子　　武田　美和　　村田　　中　　伊藤　麻紀

◎伊藤　明子　　　ソルステインソンみさえ　　　関塚　美穂　　池田　載子

◎佐々木敦美　　　久保　祐子　　内木　美恵　　橋爪　朋子　　根岸　京子　　濱谷　寿子　　吉田　るみ　　
　佐々木　綾

◎大林由美子　　○川原由佳里　　村瀬　智子　　川西　美佐　　力石　陽子　　石谷　　操　
　川嶋みどり（顧問）　　　　　　竹下喜久子（顧問）　　　　　小森　和子（顧問）

◎…委員長　　○…副委員長

指名理事

監事

日本赤十字看護学会　評議員名簿　（任期2021年総会～2024年総会） （五十音順）（五十音順）
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第48回フローレンス・ナイチンゲール記章を受賞して第48回フローレンス・ナイチンゲール記章を受賞して第48回フローレンス・ナイチンゲール記章を受賞して
日本赤十字社バングラデシュ首席代表/事業管理責任者

日本赤十字社医療センター　国際医療救援部/看護部　苫米地 則子
日本赤十字社バングラデシュ首席代表/事業管理責任者

日本赤十字社医療センター　国際医療救援部/看護部　苫米地 則子
日本赤十字社バングラデシュ首席代表/事業管理責任者

日本赤十字社医療センター　国際医療救援部/看護部　苫米地 則子

　この度、栄えある第48回フローレンス・ナイチンゲール記章を賜り、大変恐縮するとともに、まだまだこれからも精進するよ

うにとのメッセージととらえております。受賞決定の知らせを受けたのは、派遣のためにバングラデシュに入国し、まさにホテ

ルで自己隔離の真っ最中でした。メールによる知らせと、祝電をいただき、直接お受けできないもどかしさを感じながら、特に

派遣元である日赤医療センターではコロナ対応に奔走するなか、もしかしたら明るいニュースとなったのではないかと日本を離

れながら思いました。今回の受賞の理由として、2020年、新型コ

ロナウイルス感染症パンデミックのその極めて初期における、ダイヤ

モンドプリンセス号での日赤救護班の統括を担ったこと、またこれま

での国際赤十字における紛争・災害地域での活動が挙げられます。こ

れには、諸先輩方からのご指導、活動に際しての周囲のバックアッ

プ、そして現場で受入れてくださった仲間からの支えがあってのこと

と認識しております。心より感謝いたします。現役の看護職として今

後ともさらなる成長を目指し努めてまいります。本当にありがとうご

ざいました。

明治30年から125年間の看護師養成が幕を閉じる明治30年から125年間の看護師養成が幕を閉じる明治30年から125年間の看護師養成が幕を閉じる

長野赤十字看護専門学校　小林 由枝長野赤十字看護専門学校　小林 由枝長野赤十字看護専門学校　小林 由枝

　長野赤十字看護専門学校は、令和4年3月で閉校が決まりました。明治30年（1897年）に公立病院に依託し看護婦養成を開始

してから、125年になります。明治32年には、日本赤十字社長野支部事務所と同じ敷地に寄宿舎（教場含む）ができ学習・生活

をしていました。全寮制では、佐野常民が常に看護婦たちに求めていた戒めとして看護学教程の序論にも書かれた赤十字看護婦が

守るべき心得十ヶ条（のちに改訂され救護員十訓）を基に、日々上級生から指導を受け赤十字の看護婦としての思想・精神が養わ

れたと思います。全寮制でなくなった現在は、赤十字の教育を受けた教師が、授業のみならず学校生活の中で訓育してきました。

　本校は、日本赤十字社長野支部準備看護婦教場・日本赤十字社長野赤十字病院救護看護婦養成所から長野赤十字看護学院・長

野赤十字高等看護学院・そして現在の長野赤十字看護専門学校と名称を変え、卒業生は、第1回生から最後の113回生で3,440

名になります。戦時救護員補充整備の必要から速成看護婦・臨時救護看護婦・救護看護人の育成や看護婦講習生の育成を含める

と、養成数は4,078名になりました。

　長い歴史に幕を閉じることは苦渋の決断でしたが、将来に向けた看護師養成の在り方等について協議を重ねた結果の決定でし

た。これで20年前には全国に35校あった赤十字看護専門学校が11校となります。

　今は、最後の学生が全員卒業・国家試験合格することを願い、日々指導を重ねています。

©Atsushi Shibuya/JRCS

寄宿舎前で担架訓練 寄宿舎で食事準備 12月行事　野沢菜漬け
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新型コロナウイルス感染症への赤十字看護師の対応～広域派遣～新型コロナウイルス感染症への赤十字看護師の対応～広域派遣～新型コロナウイルス感染症への赤十字看護師の対応～広域派遣～
日本赤十字社医療事業推進本部看護部

副本部長兼看護部長　庄野 泰乃
日本赤十字社医療事業推進本部看護部

副本部長兼看護部長　庄野 泰乃
日本赤十字社医療事業推進本部看護部

副本部長兼看護部長　庄野 泰乃

　日本赤十字社の新型コロナウイルス感染症対応は

2020年2月、横浜に寄港したクルーズ船への救護班派

遣から始まりました。その後も赤十字は第1波から第5

派までのあらゆるフェーズにおいて各都道府県や市町村

と連携し、帰国者接触者外来、PCR検査、ワクチン接

種、患者の受け入れ、宿泊療養施設や近隣のクラスター

発生施設への医療従事者の派遣等、医療支援に尽力して

います。

　2021年4月からは全国規模で同時災害的な様相を呈

してきた感染拡大に対し、厚生労働省新型コロナウイル

ス感染症対策推進本部より「医療体制確保に向けた広域

的な看護師派遣」の要請が始まりました。同時に各都道

府県知事からの地域を超えた看護師派遣要請・活動も始

まり、赤十字の厚労省・各県要請含む広域看護師派遣者

の派遣人数は、10月末時点で延べ444名となります。

現在は東京都のコロナ専用病院へ石巻赤十字病院から看

護師が派遣され、活動しております。

　赤十字看護師の「困っている人を助けたい」という志

と優れたスキルは各派遣先に赤十字精神の尊さを伝道し

たものと確信しています。

要請先（派遣先）

派遣元医療施設

派遣要員数

厚生労働省
（クルーズ船および一時滞在施設）

52施設（重複あり）

264名（医師等含む）

厚生労働省
（医療体制逼迫地域赤十字施設外）

14施設

24名

全国知事・
赤十字ブロック間

9施設

21名

令和3年10月8日現在

コロナの重症患者の病床が並ぶ
「レッドゾーン」でミーティング中の派遣看護師

©Atsushi Shibuya/JRCS

防護服の着脱について
派遣先の師長より説明を受ける派遣看護師
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第22回日本赤十字看護学会学術集会を終えて第22回日本赤十字看護学会学術集会を終えて第22回日本赤十字看護学会学術集会を終えて
第22回日本赤十字看護学会学術集会

会長　鎌倉 やよい
第22回日本赤十字看護学会学術集会

会長　鎌倉 やよい
第22回日本赤十字看護学会学術集会

会長　鎌倉 やよい

　地球温暖化による気候変動、ウイルスの感染拡大など、私たちは、

日常の暮らしを脅かすリスクに晒されています。第22回学術集会

は、「あたりまえの日常を護る：未来共創を目指す社会への貢献」を

テーマに、①災害を予防するために何ができるのか、②看護学の基盤

となるケアサイエンスに如何に貢献するのか、の2つの視点から企画

し開催いたしました。準備の途中、緊急事態宣言のためにWeb開催に

切り替えましたが、順調に、会長講演、特別講演、3教育講演をオン

デマンドで、3シンポジウム、口演17題と示説24題の発表、6交流

セッションをライブで配信いたしました。262名のご参加を得て、会

員相互の交流が実現し、多くの示唆を得ることができました。ここ

に、厚くお礼申し上げます。

第23回日本赤十字看護学会学術集会に向けて第23回日本赤十字看護学会学術集会に向けて第23回日本赤十字看護学会学術集会に向けて
第23回日本赤十字看護学会学術集会

会長　大沼 まゆみ
第23回日本赤十字看護学会学術集会

会長　大沼 まゆみ
第23回日本赤十字看護学会学術集会

会長　大沼 まゆみ

ご挨拶

　第23回日本赤十字看護学会学術集会長を拝命いたしました日本赤十字社清水赤十字病院看護部長の大沼まゆみでございます。

　100年振りに人類が経験する2度目のパンデミック“COVID-19感染症”は医療をはじめ現代の人々の常識を大きく変化させま

した。失ったものもたくさんありますが、機械化、デジタル化などによるコミュニケーション技術の進歩など学んだことも少な

くありません。

　第23回学術集会ではCOVID-19感染症との2年以上にわたる戦いにおいて看護教育そして医療現場がどのようなものであった

か振り返り総括して、今後起こり得るであろう新興感染症への備えを議論することにより教育・医療・介護・福祉それぞれの立

場で共有できることを目指しています。

 ICTを駆使してハイブリッド開催とし、全国の会員の皆様はもとより、様々な分野の方々に赤十字の看護や活動を発信したいと

考えております。

　第23回学術集会への多くの皆様のご参加をお待ち申し上げております。

東京都渋谷区広尾4-1-3　日本赤十字看護大学内

t-takeuchi@rctoyota.ac.jp　までお願いします。

https://plaza.umin.ac.jp/jrcsns/publication/

hara@rcakita.ac.jp

Vol.19,  2021.

第19号 2021年11月発行

今年度、本学会の役員体制が替わり新たなスタートを切りました。今年は、コロナ禍２年目

と続く中、無観客による東京オリンピックの開催、新型コロナウイルス感染拡大による医療

提供の逼迫、大型会場や職域におけるワクチン接種等、歴史的な動きがありました。本

ニュースレターにおいても、コロナ関連の日赤看護師の活動等を紹介しています。今後、ポ

スト・コロナ時代を見据えての取り組み等の情報も提供できればと思います。（原　玲子）

日本赤十字看護学会ニュースレター　2021.11 ―― 6



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


